



























































































































しては，Aiken と Hage の先行研究が挙げられる．
Aiken と Hage（1971）の研究事例
Aiken と Hage は，説明変数として組織構造を用い，組織の革新性と組織構造の関係性につ
いての実証研究を行った．対象はアメリカの社会福祉組織であり，革新性のインディケーター
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